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本町は、高度成長期以降、人口増加を前提としたまちづくりを進めてきており、

拡大する行政需要に対応するために様々な施設の整備を進めてきました。 

今後、これらの施設はそれぞれ更新や大規模な改修が必要となる時期を迎え、

町の財政運営の大きな負担となることが懸念されます。 

また、人口減少や少子高齢化の進行などによる町民ニーズの変化や、旧鵡川町

と旧穂別町の合併による類似機能施設の利用の変化もみられます。 

こうしたことから、公共施設等の現状や課題について、議会や町民の皆様と情

報を共有し、共通認識に立った上で、今後の公共施設等のあり方を考える資料と

するため、公共施設白書を作成しました。 

この白書を参考に、今後の公共施設等のあり方を皆様と考え、「公共施設等総合

管理計画」としてまとめていきます。 

むかわ町の公共施設に 

ついて一緒に考えて 

いきましょう！ 

む か わ 町 



- 1 - 

むかわ町公共施設の現状１ 

町では、道路、橋、公園などの「インフラ施設」のほか、学校、会館、保育所など、多くの建

築物を「公共施設」として管理しています。 

町で管理している施設は？

公共施設（建築物） 

学校、保育所、体育館、公営住宅、

庁舎など 

インフラ施設 

道路、橋、公園、水道、下水道 

施設分類 施設例 
施設

数 

建物 

割合(%) 

学校教育系施設 各小中学校や教職員住宅など 14 27,396 18.6

町民集会系施設 穂別町民センター、ム・ペツ館などの地域集会施設 24 7,734 5.2

社会教育系施設 体育館などのスポーツ施設や穂別博物館などの社会教育系施設 19 12,655 8.6

四季の館、穂別キャンプ場などの観光・交流施設 15 19,910 13.5

子育て支援施設 6 2,548 1.7

保健・福祉施設 9 4,793 3.2

医療施設 鵡川厚生病院、穂別診療所などの医療施設 6 7,395 5.0

行政系施設 むかわ町役場本庁舎、穂別総合支所など 3 5,164 3.5

公営住宅 町営住宅 28 39,112 26.5

公園 西郊公園や富内銀河公園などの園内の建築物 9 419 0.3

その他 むかわ町職員住宅、斎場など 48 14,979 10.1

上水道施設 春日浄水場、稲里浄水場、富内浄水場などの浄水関連施設 16 2,443 1.7

公共下水道施設 むかわ下水処理場、穂別浄化センターなどの浄化関連施設 4 3,147 2.1

合計 201 147,695 100.0

【参考】インフラの状況 

道路 実延長合計 464,336.82m、道路面積合計（道路部） 4,693,045.1 ㎡ 

橋りょう 実延長合計 3,217.98m、橋りょう面積合計（道路部） 19,490.40㎡ 

上水道 実延長合計 174,533m 

下水道 実延長合計 47,484m 

むかわ町の公共施設はどれくらいあるの？ 

※ より具体的な施設については、むかわ町公共施設等に関する町民アンケート内の「公共施設一覧表」をご覧ください。
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全ての建物を、現状と同じ規模や構造で、建築後30年で大規模修繕、60年で建替えという条件で機械的に 

試算しています。そのため、実際には現状の老朽化の状況や利用実態を考慮しながら、効率的・効果的な整備 

や維持の方法を考えていく必要があります。

公共施設で最も古いものは昭和31年度に建築されていますが、多くは昭和40年代後半から

平成10年代にかけて整備しています。 

昭和 40～50年代前半の建物が順次建築から50年を迎えていくことから、これらの施設の更

新が課題となってきます。 

公共施設の老朽化は大丈夫？ 

公共施設の将来の改修・更新費用について、国が全国の自治体向けに公表している試算ソフト

を用いて算出すると、今後40年間に必要となる費用総額は、約575億円になります。 

また、改修・更新費用を１年当たりに換算すると、約14.4億円となり、これは直近9年間の

公共施設の整備費用の平均である8.5億円の約1.7 倍に相当します。 

公共施設の更新にどのくらい費用がかかるの？ 

今ある建物を維持・管理

するためには、これまで

以上のお金が必要になる

可能性があります。 
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※ 2010年（平成22年）までは国勢調査人口、2020年以降は「むかわ町まち・ ひと・しごと創生人口ビジョン（平成27年策定）」 

による推計値となっています。

人口や財政の状況２ 

むかわ町の人口は、1960年（昭和35年）には、19,859人まで増加しましたが、それ以

降は減少を続け、2015年（平成27年）には、8,593人と、ピーク時の半分に満たない程度

になっており、今後、2060年（平成72年）の人口は、4,764人となる見通しです。 

少子高齢化も進み、2030年（平成42年）には、65歳以上の人口が総人口の4割以上とな

る一方で、生産年齢（主な働き手）の15歳から64歳の人口は、5割を下回る推計となってい

ます。 

むかわ町の人口はどうなるの？ 

人口構成や町民のニーズが変わるように、 

町の施設も必要に応じた調整が必要です。 
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近年のむかわ町の財政規模は、80億円台後半から90億円台前半で推移していますが、合併

特例期間の終了等により、収入の過半を占める交付税は減少する見込みで、更に、収入の根幹で

ある町税も、働き手となる世代の減少等により、伸びを見込むことは難しくなっています。 

 一方、支出では、少子高齢化の影響等により、高齢者や障害者、子育て等を支援する扶助費が

増加傾向にあるほか、消費税の引き上げが予定されており、支出の増加要素を含んでいます。 

むかわ町のお財布事情は？ 

公共施設やインフラを整備する経費である普通建設事業費の合併からの平均は、約15.4 億円/年、施設等の補修等の経費である、

維持補修費は約1.3 億円/年となっています。中長期財政運営指針では、普通建設事業費のフレームを各年度12億円程度とし

ていることから、限られた財政規模の中で効率的整備や経費の抑制を考える目安とみることができます。 

むかわ町中長期財政運営指針では、歳入の多くを占める地方交付税について、合併による特例措置の逓減・終了や人口減少等の

影響を見込んでいます。 
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今後の課題３ 

 施設の老朽化が進む中、限られた町の財源、人口減少や人口構造の変化、ニーズの多様化に対

応するには、施設の効率的な活用、施設機能の複合化や統廃合、計画的保全による長寿命化、町

民協働の取り組みなど、さまざまな手法を検討する必要があります。 

 公共施設は、町民の生活や地域活動を支える基盤であり、そのあり方は、まちづくりと深く関

わっていることから、幅広い視点から考える必要があります。 

 このため、今後の公共施設のあり方について、議会や町民の皆さんと課題を共有しながら検討

を進め、長期的視点に立って、総合的かつ計画的な公共施設の整備・維持・活用を図る「公共施

設等総合管理計画」の策定に取り組んでいく必要があります。 

今後はどのようなことを考えていく必要があるの？ 

今後の取組み４ 

一緒に考えよう！ 

◆ 人口が減少し構成も変化しているけれど、施設はこの

ままでいいかな？ 

◆ 限られた財源の中で、施設を維持・運営を効率化して

いくにはどうしたらいいかな？ 

◆ このまま維持すべきもの、新しくすべきもの、ほかと

一緒にしたほうがいいものはないかな？ 

むかわ町の公共施設等の現状「公共施設白書（概要版）」 

● お問い合わせ先 ＜ むかわ町総務企画課財務グループ ＞ 

TEL: 0145-42-2412 / FAX: 0145-42-2711 / E-Mail: gyouzai@town.mukawa.lg.jp 

白書の公開 ➭
町民アンケート等で
意見収集あああああ

➭
素案の作成
と公表ああ

➭
関係機関への諮問
パブリックコメント

➭ 計画策定

平成27年度

これまでの取組み これからの取組み

平成28年度

公共施設白書の作成 公共施設等総合管理計画の作成

むかわ町の実情にあった公共施設のあり方や管理の方針について、議会や町民の皆様
と検討を進め、総合的かつ計画的な公共施設の整備・維持・活用の指針として策定

公共施設の現状把握と
課題の整理


